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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は介護保険下での訪問介護事業所のサービス提供責任者と称するコーディネーターの機能と役割を明
らかにするものである。第1章では、コーディネーターはヘルパーへの指導的役割から、他専門職やケアマネ
ジャーとの連携・協働、利用者との調整といった多様な機能を歴史的に付加してきたと総括し、その人員配置
や職場環境が不十分な背景には、介護報酬体系が直接業務に特化しており、コーディネーターの人件費には財
源的根拠がないことを指摘した。第2章では、ソーシャルワークとケアワークにおけるコーディネーション概
念を整理し、ケアワークはコーディネーションを含めたソーシャルワーク機能を活用することで実効性が高ま
ることを明示した。 
 第3章から第5章では、自ら実施した３つの調査をもとに、コーディネーターの役割や機能の明確化を行っ
た。第3章では、コーディネーターの5機能をもとに、サービス提供責任者を対象にした郵送調査結果の主成
分分析等を行い、調整機能と連携・協働機能が一体的に実践されていることを明らかにした。第4章では、コ
ーディネーターとケアマネジャーの連携の現状について、ケアマネジャーから捉えた連携の特徴と困難状況を
因子分析を使って分析し、ケアマネジャーがコーディネーターへの役割期待として、①生活場面での支援内容
についてケアマネジャーの理解を促す役割、②生活場面で必要となる支援内容を予測しながら計画作成する役
割、③支援内容を決定する判断根拠についてケアマネジャーの理解を促す役割、④ケアマネジャーからの情報
提供による支援効果をフィードバックする役割、⑤本人からの相談に柔軟に対応し、ケアマネジャーと課題を
共有していく役割を示した。第5章では、コーディネーターを訪問看護事業所看護師および在宅介護支援セン
ター相談員と比較し、在宅高齢者のケアに必要とされる価値認識および情報認識の相違を因子分析した。コー
ディネーターは人権や生命を尊重する価値を他職種と同程度に認識し、本人の主体性を尊重する価値を相談職
よりも認識していた。また、生活行動や生活様式の個別性に関する情報を他職種よりも認識していたが、医療
やターミナルケアに必要とされる情報、ADLに関する身体情報は看護職程には認識していなかったことを示した。
第6章は、研究結果を総括し、ケアマネジメント・システムにおけるコーディネーターの意義を検討したうえ
で、連携・協働実践およびシステム上でのコーディネーターの課題および研修カリキュラムの視点を提示した。 
 本論文は、コーディネーターの役割や機能を構造的に明らかにしており、今まで解明されてこなかった介護
分野でのコーディネーターの業務を明確にしただけでなく、コーディネーターの今後の教育や実践に有効に活
かされることでの貢献も大きく、博士（学術）の学位に十分相当するとの結論を得た。 
